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2018.4.1 No.102
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。
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エコマークフォーラム特別報告

２０１８ 年 １ 月 ２２ 日に開催し た ２０１７ 年度 「エコマーク フ ォーラ ム」 について概要を報告し ます。

● 「エコマークアワー ド ２０１７」 表彰式

「エコマーク アワード ２０１７」 の表彰式を行いま し た。 今回が８回目と な るエコ

マーク アワード には、 以下の６団体が選ばれま し た。 受賞団体の皆様、 おめで と

う ございま し た。 表彰式に続いて、 受賞理由 と なった取 り 組みについて、 各受

賞団体よ り 発表が行われま し た。

◆受賞団体によ るプレゼンテーシ ョ ン資料は、 エ コ マーク 事務局ウ ェブサ イ ト

にてご覧いただけます。 （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｆｏｒｕｍ/2017.ｈｔｍｌ）

■最優秀賞

■優秀賞

■プロダク ト ・ オブ ・ ザ ・ イヤー

ミ ド リ 安全株式会社

よ り 安全、 よ り 安心な

地球環境へ。

株式会社京急百貨店

お客様と 一緒に取 り 組

む環境配慮活動を目指

し て

帝金株式会社

エコマーク商品等にお

ける技術開発の革新性

株式会社 ト ンボ鉛筆

エコマーク商品の継続

的な販売

[公共部門] 横浜市

環境配慮型商品調達率

１００％に向けた横浜市

の取組

[再生プラ スチッ ク を使用し たプラ スチッ ク製容器包装]  

CO ・ OP セフター E （認定番号 : 16 140 005） など

[植物由来プラ スチッ ク を使用し たプラ スチッ ク製容器包装]  

CO ・ OP 味わい豊かな インス タン ト コーヒー （認定番号 : 17 140 001） など

日本生活協同組合連合会
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● 「エコマークアワー ド ２０１７」 講評―選考委員長 西尾チヅル氏 （筑波大学大学院教授）

　 環境コ ミ ュニケーシ ョ ン と は、 優れた技術と、 社会に対し て持続可能で魅

力的な商品 ・ サービ ス を提供し たい と い う 、 ものづ く り やサービ ス提供に従

事される社員、 職員のみな さんの真摯な思いがあって こ そ、 初めて実現でき

る ものだ と、 今回あ ら ためて思い知 り ま し た。

　 また、 受賞された企業は、 いずれも当該カテゴ リ ー ・ 商品において第一号

のエコマーク認定です。 当該カテゴ リ ー ・ 商品における環境配慮 と は何か、

と い う こ と を、 エコマーク認定取得によ って消費者や社会に広 く 示すと と も

に、 環境配慮の ト ッ プラ ンナーと し て、 業界と市場をけん引し ている と い う

こ と です。 これら の素晴ら しい功績をたたえたい と思います。

●デ ィ スカ ッ シ ョ ン 「今後のエコマーク認定サービスの展開」

　 エコマーク アワード選考委員長であ る筑波大学大学院教授の西尾チヅル氏を コーデ ィ ネータに迎え、 エコマーク

認定飲食店 「プロ ン ト 」 を運営する株式会社プロ ン ト コーポレーシ ョ ンの森谷晋一氏、 「エコマーク アワード ２０１７」

受賞の株式会社京急百貨店の葛間浩邦氏、 ＮＰＯ法人持続可能な社会をつ く る元気ネ ッ ト の鬼沢良子氏、 そ し てエコ

マーク事務局が参加し、 エコマーク認定サービ スの今後の展開についてデ ィ スカ ッ シ ョ ンを行いま し た。 今年度新

たにエコマーク認定の対象と なった 「飲食店」 での認定店舗誕生を機と し て、 サービ ス分野におけるエコマーク取

得の経緯や今後の活用について議論が行われま し た。

　 はじめに、 エコマーク認定を取得するに至った背景や認定取得の メ リ ッ ト と し て、 エコマーク は広 く 知られた身

近なマーク であ るため従業員にも分か り やすい、 また、 広告等への表示によ ってエコな こ と を し ている と一目でわ

かる、 などの点が挙げられま し た。 さ ら に、 自社店舗だけでな く さ まざまな企業で認定が広が り 、 多 く の店舗に広

がって欲しい と い う 意見があ り ま し た。

　 一方、 以前は消費者に 「エコは我慢」 と い う 認識があったが、 今は普段行っている こ と が結果 と し てエコだ と よ

い、 と い う 考えが多 く 、 意識の高い人はも う 少しやってみる と い う 傾向にあ る。 意識が高ま るのは、 企業の努力に

加え、 消費者が触る もの ・ 見る ものなど社会全体の変化によ る も のであ り 、 お店に行った ら商品にエコマーク がつ

いている こ と は非常に影響力が大きい、 と い う お話があ り ま し た。

　 今後のエコマーク の活用と し ては、 若者の発信力に期待し 「イ ン ス タ映え」 にも応え るべ く エコマーク を目立た

せたい、 と い う 案や、 アワー ド受賞企業や他のエコマーク認定企業 と一緒に取 り 組んでいきたい、 と いったア イデ

ア も出されま し た。

　 エコマーク事務局からは、 エコマーク認定

のサービ ス店舗を増やすため、 ２０１８ 年度に

小売店舗と ホテル ・ 旅館基準を見直し、 飲食

店で導入 し てい る チ ェーン店での認証を実

施する と い う 話 と と もに、 モ ノ消費から コ ト

消費へのシフ ト に対応する こ と が重要、 と い

う 見解が示されま し た。

　 最後に西尾教授よ り 、 環境対応の共通言語

と し てエコマーク を使 う こ と で、 気持ちをシ

ェ アする こ と がで き る 。 世界的に も 発信力

があ る タ イ プ Ｉ 環境ラ ベルのエ コ マー ク を、

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン手段 と し て企業の方々

が環境活動やサービ ス に も っ と 活用 し てほ

しい、 と い う コ メ ン ト をいただき ま し た。

選考委員長 西尾チヅル氏

ディ スカ ッシ ョ ンの様子
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１４５ プロ ジェ ク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ２ （新 Ｖｅｒｓｉｏｎ） ２０１７ 年 ８月 １日 ２０２４ 年 ７月３１日

１６０ 廃食用油を使用し たバイオデ ィ ーゼル燃料 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１７ 年 ８月 １日 ２０２４ 年 ７月３１日

１６１ シュ レ ッ ダー Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１７ 年１１月 １日 ２０２４ 年１０月３１日

１６２ ラ ミ ネーター Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１８ 年 ３月２０日 ２０２５ 年 ３月３１日

５０５ 飲食店 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１７ 年 ９月 １日 ２０２４ 年 ８月３１日

５０６ 機密文書処理サービ ス Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１８ 年 １月 １日 ２０２４ 年１２月３１日

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイント 改定日

１５２ テレ ビ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１ 省エネルギー基準の変更

２０１７ 年 ９ 月 １ 日
―

有機フ ッ素化合物 PFOA （パーフルオロオ ク タ ン酸）

の基準項目を含む商品類型

基準値の変更 （エコ テッ ク ス規

格 １００ と の整合）

１３２ ト ナーカー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１

ド イ ツ ・ ブルーエンジェル基準

と の整合など
２０１８ 年 １ 月 １ 日１４２ イ ン ク カー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１

１５５ 複写機 ・ プ リ ン タ などの画像機器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.２

―
木材・木材を原料 とする製品の合法性証明の基準項目

を含む商品類型

グ リ ーン購入法 「判断の基準」

と の整合

２０１８ 年 ３ 月 １ 日

１０３ 衣服 Ｖｅｒｓｉｏｎ３.４

１１２ 文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１

１３７
建築製品 （外装 ・ 外構工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.９

Ｄ-２  木材 ・ プラ スチッ ク再生複合材

１５４ 太陽熱利用システム Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０

１５６ 便器などの衛生器具 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０

１５７ 給水栓 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０
節湯水栓の参照先の変更

１５８ 節水器具 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０
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委員会報告

運営委員会 （第 ３９ 回、 第 ４０ 回）

　 第３９回運営委員会が２０１７年９月２８日に、 第４０回

運営委員会が２０１８年３月２０日に開催されま し た。 第

３９ 回委員会では、 ２０１６ 年度の事業収支決算と料金規

定の一部改定等の報告が、 第 ４０ 回委員会では、 ２０１７

年度事業実施状況の報告 と ２０１８ 年度の事業計画 と 予

算および中期活動計画の審議等が行われま し た。

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

基準審議委員会 （第 ２４ 回、 第 ２５ 回、 第 ２６ 回）

　 第２４回、 第２５回、 第２６回基準審議委員会が ２０１７

年８月１０日、 １０月１７日、 １２月２２日に開催されま し

た。 審議事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エコマーク商品類型 （認定基準） 案について

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて

◆審議事項および資料等詳細は、 （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/）

をご覧 く ださい。

エコマーク事務局からのお知らせ

第 ４ 期中期活動計画について

　 エコマーク事務局では、 エコマーク事業が目指すべ

き理想的な姿を表し た 「エコマーク長期ビジ ョ ン」 を

２００２年に策定し、 これまで、 第１期、 第２期、 第３期

の中期活動計画を策定し、 種々の活動を行って参 り ま

し た。 エコマーク企画戦略委員会およびエコマーク運

営委員会での議論を核 と し て検討を重ね、 ２０１８ 年 ４

月から ２０２３年３月までの５年間を対象と し た第４期中

期活動計画を こ のたび策定 ・ 公表し ま し た。

　 第 ４ 期中期活動計画では、 テーマを 「消費者に身近

で活用されるエコマーク を目指し て～親し まれ役に立

つエコマーク を目指し て」 と し、５ つの柱 （１. 社会を誘

導する商品類型化、２. 信頼性の堅持、３. 国際化の推進、

４. 消費者視点でのコ ミ ュニケーシ ョ ンの強化、 ５. 持続

可能な社会の構築に向けた多様な取組と の連携） を設

定し、 第 ３ 期中期活動計画で目指し た活動 ・ 施策を さ

らに深化させています。

 近年の著しい情報技術の進化によ り 、 ビジネスモデ

ルや消費者の購買行動など社会が大き く 変化し続けて

います。 今後 ５ 年間も さ ら な る変革が起こ ってい く こ

と が見込まれますが、 時代の変化に機敏に対応し、 地

球温暖化の国際的枠組であ るパ リ 協定に基づ く 対策や

国連の持続可能な開発目標 （ＳＤＧｓ） の達成に向けた

有効なツール と し て、 エコマーク が消費者の商品選択

や事業者の海外展開、 環境ビ ジネ ス の拡大等に広 く

利 ・ 活用される こ と で、 エコマーク が提供する付加価

値を向上させていきたい と考えています。

 なお、 第 ４ 期中期活動計画の内容に沿って、 年度ご

と の事業計画にブ レー ク ダ ウ ン し て、 ス テー ク ホル

ダーの方々と共に、 エコマーク事業を推進し てまい り

ます。

◆詳しく は （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｐｌａｎ/）

をご覧 く ださい。

国際協力活動

イン ドネシア ・ ジャカルタ でのイベン ト に出席しました

２０１７年 ８ 月２９ 日、 イ ン ド ネシア ・ ジ ャ カルタにて

ド イ ツ 国際協力公社 （ＧＩＺ） が主催す る イ ベ ン ト

「Ｇｒｅｅｎ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｐｒｏｃｕｒｅｍｅｎｔ （ＧＰＰ） Ｎａｔｉｏｎ　Ｗｉｄｅ

　Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ」 に招待を受け、 パネルデ ィ スカ ッ シ ョ ン

のパネ リ ス ト と し て出席し ま し た。 エコマーク事務局

からは、 エコマーク制度や相互認証を中心 と し た取 り

組みを紹介し たほか、 イ ン ド ネシア タ イプⅠ環境ラベ

ル 「イ ン ド ネシア環境ラベル」 の普及活動について、

エコマーク で も進めている若年層から の普及の大切さ

を伝えま し た。
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ＧＥＮ 役員会 ・ 年次総会に出席し ま し た

２０１７年１０月８日～１３日にス ウ ェーデン ・ ス ト ッ ク

ホルムで開催された世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワー

ク （Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、 以下ＧＥＮ） の役

員会および年次総会に出席し ま し た。 ２０１８ 年 １０ 月

２５ 日を世界エコ ラベ リ ングデー と し て定め、 ＧＥＮ お

よび各加盟団体が取 り 組む具体的な活動内容などにつ

いて活発な議論が行われま し た。 また、 新し く コ ロ ン

ビア環境ラベルが ＧＥＮ に加盟する こ と が全会一致で

承認されま し た。 来年度の年次総会は、 ド イ ツ ・ ベル

リ ンで開催される予定です。

※ ＧＥＮ ウ ェブサイ ト

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｇｌｏｂａｌｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ.ｎｅｔ/）

第 １３ 回 ＡＰＲＳＣＰ (マレーシア ・ マラ ッ カ ) に参加しました

　 ア ジア太平洋地域において持続可能な消費 と 生産

（ＳＣＰ） の開発と推進を目的に、 １８～２４ カ月ご と に開

催されている国際会議・ ワーク シ ョ ッ プであ る第１３回

ＡＰＲＳＣＰに出席し ま し た。 今回は、 マレーシア ・マラ

ッ カにて ２０１７年１０月１７日、 １８日の２日

間にかけて行われ、 「グ リ ーン経済の実現

に向けた ＳＣＰ の実現」 をテーマに、 １） イ

ノ ベーシ ョ ン 、 ２） グ リ ーン フ ァ イ ナ ン

ス、 ３） 低炭素コ ミ ュ ニテ ィ 、 の ３ つの観

点にフ ォーカ ス し、 １０ の ラ ウ ン ド テーブ

ルで議論が取 り 交わされま し た。

ベ ト ナムへの技術協力について

　 エ コ マー ク 事務局では、 ベ ト ナム天然資源環境省

（ＭＯＮＲＥ） と、 タ イプⅠ環境ラベル 「ベ ト ナム ・ グ リ

ーン ラベル」 およびグ リ ーン公共調達の技術協力を見

据えた協議を進めています。 第 １ 回日越協議が ２０１７

年１１月ベ ト ナム ・ハノ イにて、 第２回協議が同年１２月

に日本 ・ 東京で行われま し た。 今後、 グ リ ーン ラベル

基準の共同開発や相互認証に向けた具体的な議論、 ベ

ト ナムのグ リ ーン公共調達を支援するためのワーク シ

ョ ッ プの開催などの技術協力が進むこ と で、 ベ ト ナム

における環境配慮型製品の普及が期待されます。

ＧＥＮ 年次総会の様子

ベ ト ナム天然資源環境省との協議の様子

第 １３ 回 ＡＰＲＳＣＰ の様子
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トピックス

「エコプロ ２０１７」 に出展しました

２０１７ 年 １２ 月 ７ 日～９ 日に東京ビ ッ グサイ ト にて開

催された 「エ コプロ ２０１７」 に出展し ま し た。 今年度

新たに誕生し たエ コ マーク 認定レ ス ト ラ ン （飲食店）

とバイオデ ィ ーゼル燃料を中心と し たエコマーク の最

新動向の紹介や、 「エコマーク アワード ２０１７」 受賞団

体の発表、 世界の環境ラベルのゲーム を行いま し た。

ブース内の展示を見ながら答え る ク イ ズツアーには、

約 １,２００ 名の方にご参加いただき ま し た。

　 また、 イベン ト 初日の ７ 日には、 エコプロ ２０１７ 同

時開催セ ミ ナー 「世界のグ リ ーン公共調達 と環境ラベ

ルの最新動向」 （主催 ： 環境省、 日本環境協会） を開催

し ま し た。 ＵＮ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔから見た ＧＰＰ と環境ラ

ベルの最新動向に関する基調講演にはじ ま り 、 ア メ リ

カ、 ベ ト ナム、 ド イ ツから専門家を招き、 各国の最新

動向について講演いただき ま し た。

　 エコマーク展示ブースおよびセ ミ ナーにお越しいた

だき あ り が と う ございま し た。

相互認証 （日中韓 「繊維製品」、 日中 「スキャナ」、 日タ イ 「プロジェ ク タ」）

日中韓の協定締結の様子 日中の協定締結の様子 日タ イの協定締結の様子

　 エコマーク事務局では、 環境配慮型製品の国際的な

普及や海外のタ イプⅠ環境ラベルの取得を目指すエコ

マーク認定商品保有企業のコ ス ト や事務作業の軽減を

目的に、 海外のタ イプⅠ環境ラベル運営機関と の相互

認証を進めています。 今年度、 新し く 締結し た相互認

証協定は以下の とお り です。

・ 中環連合 （北京） 認証セン ター有限公司 （ＣＥＣ）、 韓

国環境産業技術院 （ＫＥＩＴＩ） 「繊維製品」 （韓国 ・

水原、 ２０１７ 年 ８ 月）

・ 中環連合 （北京） 認証セン ター有限公司 （ＣＥＣ） 　

「 ス キ ャ ナ」 （ ス ウ ェ ーデン ・ ス ト ッ ク ホ ル ム 、

２０１７ 年 １０ 月 １２ 日）

・ タ イ 環境研究所 （ＴＥＩ） 「プ ロ ジ ェ ク タ 」 （ ス ウ

ェーデン ・ ス ト ッ ク ホルム、 ２０１７ 年 １０ 月 １２ 日）

　 日中韓では８製品目、 日中の２ カ国間では１製品目、

タ イ と は ２ 製品目の相互認証協定 と な り ます。 今後

も、 相互認証の対象範囲拡大に向けて積極的に議論を

進めていき ます。

エコマーク展示ブース
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環境表示の信頼性確保のためのセ ミナーを開催しました

２月２３日と ２７日に、 「環境表示の信頼性確保のため

のセ ミ ナー ～木材の合法性証明について～」 （主催 ：

環境省、 日本環境協会） を東京と大阪にて開催し ま し

た。 グ リ ーン購入法に基づ く 特定調達物品等の信頼性

を確保するため、 グ リ ーン購入法適合製品の適切な表

示 ・ 確認、 木材 ・ 木材製品 （紙類など） の合法性確認

を主なテーマ と し ま し た。 関係各業界の取 り 組みの紹

介や、 合法性の確認方法の一つと し ての環境ラベルの

活用事例など、 グ リ ーン購入の推進において参考にな

る内容と な り ま し た。 多 く の皆様のご来場あ り が と う

ございま し た。

編集 ・ 発行／公益財団法人 日本環境協会 　 エコマーク事務局

〒 １０３-０００２　東京都中央区日本橋馬喰町 １-４-１６ 馬喰町第一ビル ９F

TEL：基準 ・ 認証課 ０３-５６４３-６２５３　　FAX：０３-５６４３-６２５７ （各課共通）

事業推進課 ０３-５６４３-６２５５

契約 ・ 監査課 ０３-５６４３-６２５５

Homepage : https://www.ecomark.jp　 　 E-mail : info＠ecomark.jp

エコマークニュース 第 １０２ 号 ２０１８ 年 ４ 月１ 発行

エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

各地の環境イベン ト に出展しました

エコマーク は、 各地で開催された以下の環境イベン ト に出展し ま し た。

・ ２０１７ 年 ７ 月 ２３ 日　 「エコプロ ダ ク ツ川越」 （埼玉県川越市 環境プラザ 「つばさ館」）

・ ２０１７ 年 ８ 月 ５ 日　 「２０１７ と し まエコ ラ イ フ フ ェ ア」 （東京都豊島区役所 と し まセン タース ク エア）

・ ２０１７ 年 １０ 月 ２０ 日　 「びわ湖ビジネス メ ッ セ」 　エコマーク認定取得相談会 （滋賀県 長浜バイオ大学ドーム）

・ ２０１７ 年 １１ 月 １８ 日　 「なかのエコ フ ェ ア ２０１７」 （東京都中野区役所）

・ ２０１７ 年 １１ 月 １９ 日　 「つばさ館まつ り 」 （埼玉県川越市 環境プラザ 「つばさ館」）

・ ２０１８ 年 １ 月 １４ 日　 「それいけ！クールチ ョ イ ス大作戦～ち き ゅ う をす く う のはきみたちだ」 （埼玉県秩父市

歴史文化伝承館）

・ ２０１８ 年 １ 月 １２ 日～２ 月 １１ 日　 「東海三県一市グ リ ーン購入キ ャ ンペーン」

１ 月 ２０ 日、 ２１ 日 「ｅｃｏ フ ェ ス タ」 （名古屋市 ヒ ルズ ウ ォーク徳重）

２ 月 ３ 日、 ４ 日 「 リ ーフエコ博」 （愛知県稲沢市 リ ーフ ウ ォーク稲沢）

（左） 豊島区での

イベン トの様子

（右） 秩父市での

イベン トの様子

セ ミナーの様子


